
令和２年度第３回成田市リサイクルプラザ運営委員会 

会議録 

１ 開催日時 

  令和２年１１月１０日（火） 午前１０時～午前１１時１５分 

 

２ 開催場所 

  成田市小泉３４４番地１ 

  成田市リサイクルプラザ ２階 会議室 

 

３ 出席者 

 （委員）片岡委員長、長尾副委員長、福原委員、関根委員、渡邉委員、稲阪委員、篠原委員 

     竹内委員、伊地知委員、 

（事務局：クリーン推進課）麻生課員、朝比奈課員 

欠席者 根本委員、渡辺委員 

４ 議題 

 （１）リサイクル教室（着物から作務衣つくり）結果報告 

 （２）リサイクル教室（草履作り）について 

 （３）令和 3 年度リサイクルプラザ啓発事業計画（案）について 

 

５ 議事（要旨) 

（１）リサイクル教室（着物から作務衣つくり）結果報告について 

事務局 アンケートにでは、参加者からは「次回もまた参加したい。」「製作が難しい。」「時間 

がもう少し欲しい。」との意見があった。 

委員長 作品は全員が完成していたようだが、内容について意見をいただきたい。 

委 員 時間の足りなかった受講者には、講師及び運営委員が個別に対応した。上着作りが難 

しいと感じる人もいた。ズボンには型紙が（S,M,L）あるのでいいが、上着もあった方が 

いい。 

委 員 個人差が大きいので、上着は型紙にするには時間が足りないので難しい。しばらく 

は、個別に採寸した形の製作で進める方がいいと思う。 

委員長 委員は、参加者の手助けができることは大事である。時間の制約は止むを得ないが、 

講師、参加者とコミュニケーションを取り、よりよい教室の進行を一緒に進めてもらい 

たい。 

委 員 材料については、以前、提供されていたことがあったが、施設に搬入された古着は 

   リサイクル教室に利用が出来るのか。 

委員長 個人的に寄付された古着を使ったことはあったが、施設に搬入されたものは市の 

   管理品であるため使用できない。委員の勉強会があるときでも、持ち寄りにて行ってい 

る。今後とも協力をお願いたい。 

 

（２）リサイクル教室（草履作り）について 

   事務局 変更点としては、教室の参加者が 10 人から 12 人に増やしている。 

  委員長 これまで材料として使っている紐は細いと思うが、変更することは可能か。 

委 員 他の教室では、もっと太いものや違う材料も使っていた。見直ししてみてはどうか。 



事務局 現在、こちらで保管している材料は、次回の教室に使える在庫があるので、それを使 

い切ってから検討したい。 

委 員 教室で採用している技法は、鼻緒の紐を多く捻る古来のものということで、参加者か 

ら「覚えにくい。」という意見もあった。 

  委員長 製作の方法や、材料見直しの余地があると思うので、もう少し時間をかけて今後の 

対応を検討することとする。教室の開催前に勉強会を 1 月 31 日に予定し、鼻緒を作成、 

材料の準備など行いたい。 

  事務局 了解した。 

 

（３）令和 3 年度リサイクルプラザ啓発事業計画（案）について 

 

  事務局 次年度の啓発事業計画について意見を伺いたい。なお、視察については、隔年実施の 

     ため、令和３年度はないこととなる。 

  委員長 委員会の実施日は、これまで火曜日にしていたが、今回は開催の曜日などについても 

意見を出してもらいたい。 

  委 員 ひととおり聞いたところ、火曜日ではなく金曜日がよい人が多いことが判った。計画 

作成にあたり、こうした点は考慮する方がいい。 

委 員 教室の開催日は、講師を招く都合があるので、これまでと同じでよいのではないか。 

  委員長 委員からの意見を反映して、日程を決めることとする。別紙日程表により計画書の 

     日程案を本日決めることにしたいので、内容を確認してもらいたい。 

  事務局 了解した。 

 

（４）その他 

  事務局 11 月 1 日より新たに雑がみの資源回収を促進するための保管袋を作成、配布する 

     ことになったので、活用していただきたい。 

  委員長 これからの資源活用に役立つものとして利用していきたい。 

   

６ 傍聴   なし。 

    

 

７ 次回開催日時(予定) 

  令和３年 ３月９日（火） 

   


